
＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所 利用者数

八代市日奈久新開町　日奈久圃場 ５名

実施日程

令和７年４月～令和８年３月

実施した生産活動・施設外就労の概要

トラウトサーモン陸上養殖

＜目的＞

地域連携活動のねらい

2030SDGｓ目標2と目標8への取り組み

地域にとってのメリット

水産物の安定供給と海洋汚染の防止

対象者にとってのメリット

安定した作業の継続、命を預かる責任感を持つことができる

＜成果＞

実施した結果

地域住民との交流が増加した。参加利用者のできる作業が増えた。

得られた成果

作業委託として他社と契約を結ぶことができたことによる雇用・賃金の安定。

生簀の管理を担当制にすることで責任感を持つことができた。

同等の作業を行うことで一般就労につながった利用者がいた。

課題点

雑な作業をするとクレームに直結するため人材の選定が難しい。

責任感を持てず、人に見える箇所のみ掃除をする利用者もいた。

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 特定非営利活動法人舞勢 事業所番号 4310200730

住　所 熊本県八代市鏡町北新地868-2 管理者名 吉田　佳代

電話番号 0965-53-8008 対象年度 令和７年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 （有）ひらやま 担当者名 平山　様

普段から様々な面でかかわっているため、こちらからもいろいろとお願い等しやすくて助かりました。掃除、餌やりは特に何も教えなくてもできるようになる人も多

かったです。自分たちの気付かないところもまで気にかけてくれる人もいました。

正直かなり人によるな、というのが印象に残っています。かなりいい人材もいますが逆も然りで、ハンデがあるのはわかりますがそもそものやる気のなさやさぼり癖

のある人もいたようです。技術面に関しては、最低限の機械の確認や出荷の際の手際の良さが加わるとさらに一般就労につながりやすくなるのではないかと感じまし

た。

様式１

作業委託を受けている生簀

利用者が世話をしている生簀と魚 水温を計測している利用者


